屋外の蝶々を観賞する花園
貴賓の皆様！ようこそ屋外の蝶々を観賞する花園にいらっしゃいました！

ここは、蝶々を引き付けるためにいくつかの花蜜の源である植物を植えています。花蜜の源である
植物とは、なんですかというと、それは、蝶々が花の上に花蜜を吸い込むことで、異なっている

蝶々は、異なっている花蜜を吸い込みます。これらの植物は、いわゆる花蜜の源である植物です。

なお、蝶々は、毛虫（けむし）になっている時に食べている葉っぱは、即ち食草（しょくそう）です。これから、いくつかの蝶々の花蜜の源である植物と食草を皆様に紹介しましょう！

Ａ１馬兜鈴（マトリン）
馬兜鈴（マトリン）は、アゲハチョウの幼虫の食草植物です。馬兜鈴（マトリン）は、毒性があるため、アゲハチョウの幼虫は、馬兜鈴（マトリン）を食べた後に体の中にも毒があって、鮮やかな警戒色に変って、天敵を警告するのです。
Ａ２茄苳（カトウ）
茄苳（カトウ）は、蛇頭蛾（ジャトウガ）の食草です。蛇頭蛾（ジャトウガ）は、世界最大の蛾です。翼は30センチまに成長することが出来ます。蛾と蝶々の相違点とは、蝶々が日中（ひなか）に活動し、それに対して、蛾が夜に活動します。蝶々の触角（しょっかく）は棒状になっていて、それに対して、蛾は羽毛状となっています。なおかつ蝶々の幼虫である毛虫を触れても無事で済ませるのだが、蛾の幼虫である毛虫を触れると痒くて堪りませんのよ！
Ａ３魚木（ギョモク）
魚木（ギョモク）は、端紅蝶（タンコウチョウ）の幼虫の食草です。端紅蝶（タンコウチョウ）の幼虫は攻撃を受ける時に、コブラのような模様に偽装し、敵を退散させることが出来ます。
Ａ４馬蘭（マラン）

馬蘭（マラン）は枯葉蝶（カレバチョウ）の幼虫の食草です。枯葉蝶（カレバチョウ）は、偽装の

達人で注意深く見ないと彼の踪跡を発見するのは、非常に難しいですのよ！

Ａ５月桃（ゲトウ）
月桃（ゲトウ）は、大白紋弄蝶（タイハクモンノウチョウ）の幼虫の食草です。弄蝶（ノウチョウ）

は、すべての蝶々の中に飛行が一番早いのです。弄蝶（ノウチョウ）は、休憩するときに翼を開くことがあり、だから常に蛾と誤って見做されます。

Ａ６柑橘（カンキツ）
柑橘（カンキツ）は、アゲハチョウの幼虫の食草植物です。芸香科（ゲイコウカ）植物の葉っぱは、

すべて、香りがあり、アゲハチョウの幼虫を引き付けることが出来ます。
Ａ７台灣芭蕉（タイワンバショウ）
台灣芭蕉（タイワンバショウ）は、香蕉弄蝶（シャンッジャアウノウチョウ）の幼虫の食草植物です。これらの毛虫は、香蕉（シャンッジャアウ）の葉っぱをくるくるに巻き上げてから、その中に

身を隠すことが出来るために農夫に一番嫌われますのよ！
Ａ８玉蘭花（ギョクランハア）
玉蘭花（ギョクランハア）も、アゲハチョウの幼虫の食草植物です。今度、玉蘭花（ギョクランハア）の花の香りを嗅いだ時に、アゲハチョウの幼虫をついでに探して見ることを忘れないでくださいよ！
Ａ９十字花科的植物（ジュジバナカのショクブツ）
十字花科的植物（ジュジバナカのショクブツ）は、ブロッコリー、キャベツ、大きい白菜などが含まれています。彼らは、粉蝶（フンチョウ）の幼虫の食草植物です。いつも、キャベツが生産されるシーズンになる時に数千匹の粉蝶（フンチョウ）は、畑で飛び回っている光景が見られます。
但し、彼らは数多くの青菜を食べてしまうので、凄く農夫達を悩ませます。
Ａ１０爬森藤（パスンフジ）
爬森藤（パスンフジ）は、大白斑蝶（タイハクブチチョウ）の食草です。大白斑蝶（タイハクブチチョウ）は、台湾最大、かつ寿命も最長の斑蝶（ブチチョウ）であり、彼の蛹（さなぎ）は、美しい黄金色をしています。
Ａ１１蓖麻（ピマ）

蓖麻（ピマ）は、樺蛺蝶（ハアジャチョウ）の食草です。蓖麻（ピマ）は、19世紀において、アフリカから台湾に伝来し、樺蛺蝶（ハアジャチョウ）の幼虫もついでに台湾に来ました。樺蛺蝶（ハアジャチョウ）の翼は、オレンジ込めの紅色です。
Ａ１２薜荔（ピリ）
薜荔（ピリ）は、石牆蝶（スウジャンチョウ）の幼虫の食草植物です。石牆蝶（スウジャンチョウ）の蛹（さなぎ）は、まるで巻き上げられる枯れ葉のようです。緑世界では、数多くの薜荔（ピリ）を植えています。あらゆるところに彼らの踪跡を発見できますのよ！
Ａ１３馬利筋（マキリン）
馬利筋（マキリン）は、樺斑蝶（カバブチチョウ）の幼虫の食草植物です。馬利筋（マキリン）は、

毒性があり、だから、樺斑蝶（カバブチチョウ）の幼虫も毒があります。樺斑蝶（カバブチチョウ）は、マラソンの達人であり、ある樺斑蝶（カバブチチョウ）の幼虫は、三、四世代に亘って、カナタからメキシコまでに遷移することが出来ます。
Ａ１４光葉水菊（コウヨウスイキク）
光葉水菊（コウヨウスイキク）は、食草ではありません。彼は一種の花蜜の源である植物です。毎年、花が咲いている時に非常に多い斑蝶を引き付けて、1つ美しい画面に形成しています。蝶々の世界は、凄く神妙のではありませんか！
